
２

防
災
無
線
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

　
本
市
で
は
、
風
水
害
な
ど
に

備
え
、　

年
か
ら
防
災
無
線
シ

１８

ス
テ
ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
市
役
所

に
設
置
し
た
親
局
か
ら
、
災
害

危
険
箇
所
な
ど
に
設
置
し
た
子

局
へ
防
災
情
報
を
無
線
で
送
信

し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
風
水
害
な
ど

に
よ
る
土
砂
災
害
や
河
川
の
浸

水
な
ど
の
被
害
発
生
の
危
険
性

が
高
ま
っ
た
と
き
、
避
難
勧
告

な
ど
の
情
報
を
い
ち
早
く
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
な
ど
に

は
、
子
局
か
ら
親
局
へ
の
緊
急

連
絡
も
可
能
で
、
相
互
に
通
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
立
小
学
校
に

　
基
、
東
条
地
区
に
　
基
、
嬉
・

１４

１１

横
山
地
区
に
６
基
、
伏
見
堂
・

彼
方
地
区
に
６
基
、
梅
の
里
地

区
、
別
井
地
区
、
東
板
持
地
区
、

須
賀
地
区
に
各
１
基
ず
つ
の
計

　
基
の
子
局
を
設
置
し
ま
し

４１た
。

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
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プププププププププププププププププププププププププププププ
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

東
公
民
館
と
山
中
田
ポ
ン
プ
場
にににににににににににににににににににににににににににににに

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

　
　
　
　
　
子
局
をををををををををををををををををををををををををををををを
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ににににににににににににににににににににににににににににに

新
た
に
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
設
置

最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭鋭
ののののののののののののののののののののの
救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
ををををををををををををををををををををを
導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導

最
新
鋭
の
救
助
工
作
車
を
導
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

～
救
助
体
制
の
充
実
強
化
を
め
ざ
し
て
～

　
市
消
防
本
部
で
は
、
近
年
多

様
化
す
る
各
種
災
害
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
最
新
鋭
の
救
助

工
作
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
特
別
な
訓
練
を
受
け
、
高
度

で
専
門
的
な
知
識
と
救
助
技
術

を
備
え
た
隊
員
に
よ
り
編
成
さ

れ
た
救
助
隊
が
、
車
両
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
数
百
種
類
に
も
お

よ
ぶ
資
機
材
を
使
用
し
て
、
各

種
災
害
な
ど
に
対
応
し
、
市
民

の
安
心
・
安
全
を
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
警

備
救
急
課
〔

　
１
１
２
５
〕

（２３）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
４
月
　
日
に
発
生
し
た
、
熊

１４

本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る

最
大
震
度
７
の
地
震
に
よ
り
、

熊
本
県
益
城
町
を
中
心
に
大
き

な
被
害
が
で
ま
し
た
。
そ
の
後

も
断
続
的
な
余
震
で
熊
本
県
を

中
心
に
建
物
の
倒
壊
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
停
止
な
ど
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
本
市

に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
義
援
金
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

し
て
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
す
。

受
付
期
間
　
６
月
　
日

ま
で

３０

受
付
場
所
　
市
役
所
２
階
地
域

福
祉
課
、
金
剛
連
絡
所

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
ま
で
受
け
付
け
。

３０

※
こ
の
義
援
金
は
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
控
除
を
受
け
る
に
は

日
本
赤
十
字
社
か
ら
後
日
送
付

さ
れ
る
受
領
証
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
義
援
金
受
け
付
け

の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

募
金
箱
の
設
置
場
所
　
市
役
所

１
階
情
報
公
開
課
、
金
剛
連
絡

所
、
中
央
・
金
剛
図
書
館
、
中

央
・
金
剛
・
東
公
民
館
、
レ
イ

ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
）、

す
ば
る
ホ
ー
ル
、
人
権
文
化
セ

ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
会
館
、
か

が
り
の
郷
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

け
あ
ぱ
る
、
富
田
林
病
院
、
き

ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
農
業

公
園
サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
、
市
民

総
合
体
育
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園

※
い
ず
れ
も
閉
庁
日（
休
館
日
）

は
、
募
金
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
金
融
機
関
で
の
、
義
援
金
の

受
付
口
座
な
ど
詳
し
く
は
、
日

本
赤
十
字
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.jrc
.o
r.jp
/c

o
n
trib
u
te
/h
e
lp
/２
８
/

〕
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
８
）、
日
本
赤
十

字
社
府
支
部
赤
十
字
社
員
課

〔

０
６
（
６
９
４
３
）
０
７

０
７
〕
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こ
の
た
び
、
新
た
に
、
河
川

浸
水
区
域
を
対
象
と
し
て
、　２７

年
度
末
に
、
東
公
民
館
と
山
中

田
ポ
ン
プ
場
に
各
１
基
ず
つ
子

局
を
設
置
し
、
さ
ら
な
る
情
報

伝
達
地
域
の
拡
充
を
図
り
ま
し

た
。
　
ま
た
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
「
Ｊ－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
ジ
ェ

イ
・
ア
ラ
ー
ト
）」
に
接
続
し
、

国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
地
震
や

武
力
攻
撃
な
ど
の
対
処
に
時
間

的
余
裕
の
な
い
緊
急
事
態
の
情

報
を
受
信
し
、
自
動
で
市
民
の

皆
さ
ん
へ
伝
達
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
今
後
も
市
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
防
災
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）
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 四季雑感      富田林市長　多田　利喜

　先般、九州地方で発生した大規模地震は、広範囲に多

数の揺れを記録し、人的・物的に大きな被害をもたらし

ました。被害に遭われた皆様に、心よりお見舞いを申し

上げますとともに、被災地の一日も早い復興を願ってお

ります。

　このたびの地震被害をうけ、本市では、救急隊の被災

地への派遣をはじめ、募金箱の設置など、支援対策本部

を立ち上げ対応を図っておりますが、今後も関係機関と

連携しながら、必要な支援を実施してまいりたいと考え

ておりますので、市民の皆さんのご理解・ご協力をよろ

しくお願いします。

　また、近年、自然災害が多発する中で、本市の防災対

策については、防災無線の整備をはじめ、各種団体との

災害時応援協定の締結、避難行動要支援者名簿の整備、

防災訓練における全市民を対象とした避難訓練の実施、

さらには救援物資の備蓄などに努めておりますが、改め

て備えに万全を期してまいりたいと考えております。

　市民の皆さんも、いつどこで起こるか分からない災害

に備えて、食料や水の備蓄、災害が発生した時の避難行

動の確認など、日頃から防災に対する意識を高めていた

だきますよう、ご協力をよろしくお願いします。
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元
元
元
元
元
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元
元
元
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元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

　
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の

「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
」
は
、
５
月
２
日


か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
年
度「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

２７
を
受
給
さ
れ

た
人
で
、
　
２９

年
３
月
　
日
３１


ま
で
に
　６５

歳
以
上
に
な

る
人
（
昭
和

　
年
４
月
１

２７日
以
前
生
ま

れ
の
人
）
に
、

案
内
用
の
チ

ラ
シ
と
申
請

書
を
送
付
し

て

い

ま

す

が
、
こ
れ
以

外
の
人
で
、

申
請
書
の
必

要
な
人
は
市

給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
〔

０

５
７
０
（
０

７
７
）
７
６

５
〕
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ

い
。
　
申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
地
域
福

祉
課
」
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

５
月
２
日

か
ら

低
所
得
の
高
齢
者
向
け

低
所
得
の
高
齢
者
向
け
のの

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　
　
　
　
　
　
の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す

●
申
請
受
付
期
間
な
ど

　
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
の
受
付

期
間
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
請
受
付
期
間
　
５
月
２
日


～
８
月
２
日

（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時
　
分
）
ま
で
に
、
申
請

３０

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、


５
８
４
・
８
５
１
１
常
盤
町
１

の
１
　
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給

担
当
へ
（
郵
送
可
）

※
た
だ
し
、
５
月
　
日

、　

１４

２２

日

の
２
日
間
は
受
け
付
け
し

ま
す
。

受
付
場
所
　
市
役
所
地
下
９
０

４
会
議
室
お
よ
び
金
剛
連
絡
所

２
階
特
設
受
付

必
要
書
類
　
申
請
者
の
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
（
本
人
名
義

の
口
座
へ
振
り
込
み
希
望
の
場

合
は
不
要
）、
振
込
先
口
座
を

確
認
で
き
る
書
類
（
昨
年
度
、

臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
給
さ
れ

た
人
で
同
一
口
座
へ
振
り
込
み

希
望
の
場
合
は
不
要
）

給
付
方
法
　
口
座
振
込
に
よ
り

支
給

●
支
給
対
象
者
な
ど

支
給
対
象
者
　
　
年
１
月
１
日

２７

時
点
に
お
い
て
本
市
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
、　

年
度

２７

市
民
税
が
非
課
税
の
人
（
市
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶

養
親
族
と
な
っ
て
い
る
人
や
生

活
保
護
受
給
者
な
ど
を
除
く
）

の
う
ち
　
年
３
月
　
日

ま
で

２９

３１

に
　
歳
以
上
に
な
る
人
（
昭
和
　

６５

２７

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
）

支
給
額
　
１
人
当
た
り
３
万
円

※
左
上
表
の
「
給
付
金
支
給
対

象
者
診
断
チ
ャ
ー
ト
」
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー〔

０
５
７
０

（
０
７
７
）
７
６
５
〕、
臨
時
福

祉
給
付
金
支
給
担
当
（
内
線
２

８
７
）
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子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ててててててててててててててててててててて支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援のののののののののののののののののののののさささささささささささささささささささささらららららららららららららららららららららなななななななななななななななななななななるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実ににににににににににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけててててててててててててててててててててて子育て支援のさらなる充実に向けて！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

●市妊婦歯科健康診査事業

　妊娠中はつわりなどの影響もあり、口の中の衛

生状態が悪くなりがちです。また、女性ホルモン

が増加することにより歯肉炎を引き起こしやす

く、進行も早くなります。

　そこで、本市では、早産などの原因になること

がある歯周病を予防し、健やかな妊娠と出産を支

援するため、妊娠中の人を対象に「市妊婦歯科健

康診査事業」を新たに実施します。

実施期間　５月２日～２９年３月３１日

内容　問診、歯科健康診査、歯科保健指導（指定

の歯科医院で妊娠中に１回）

対象者　市内在住で妊娠中の人

※妊娠の届け出時に、母子健康手帳と同時に「妊

婦歯科健康診査受診券」を発行します。妊娠中の

人で、受診券をお持ちでない人や本市に転入して

こられた人はお問い合わせください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)５５２０〕

●市産後ケア事業

　本市では、ご家族などから十分な産後の支援が

受けられず、体調や育児に不安が

ある人を対象に、医療機関におい

てショートステイ（宿泊）やデイ

サービス（日帰り）での育児支援

が受けられる「市産後ケア事業」

を新たに実施します。

実施期間　５月２日～２９年３月３１日

内容　助産師などによる乳房のケアや授乳指導、

赤ちゃんの健康状態の確認、育児相談など

対象者　生後４カ月未満の乳児とその母親

※同事業の利用には、事前に保健センターへの利

用申請が必要です。詳しくは、お問い合わせくだ

さい。

問い合わせ　保健センター〔(２８)５５２０〕

対
象
者
　
申
請
時
点
で
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人

◆
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

◆
　
年
４
月
１
日
～
　
年
３
月

２８

２９

　
日

ま
で
に
、
本
市
で
母
子

３１保
健
法
に
基
づ
く
妊
娠
の
届
け

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
ま
で
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
本
市
で
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
人
に
お
祝
い
品
を
お
贈
り

し
ま
す
。

～
妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人
に

　
お
祝
い
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
～
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イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ

市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ

サササササササササササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

サ
ポ
ー
ト
事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

　
災
害
発
生
時
な
ど
の
緊
急
時

に
、
水
道
水
を
相
互
融
通
す
る

こ
と
を
目
的
に
、　

年
３
月
、

２８

本
市
梅
の
里
と
堺
市
美
原
区
さ

つ
き
野
東
間
に
緊
急
連
絡
管
を

接
続
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
　
日
に
は
、
水

２２

道
事
業
に
係
る
災
害
時
な
ど
に

お
い
て
、
応
急
給
水
や
応
急
復

旧
の
相
互
応
援
を
実
施
す
る
た

め
、「
堺
市
・
富
田
林
市
水
道
事

業
に
係
る
災
害
時
等
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
水
道
事
業
で
は
、
今
後
と
も

水
道
水
の
安
定
供
給
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
総
務

課
（
内
線
２
７
０
）

堺市と「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業ににににににににににににににににににににに係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相「水道事業に係る災害時等相互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互

応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援ににににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定応援に関する協定」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」を締結しました

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水ののののののののののののののののののののののののののののの安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給をををををををををををををををををををををををををををををめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざしししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててて水道水の安定供給をめざして！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

出
を
し
た
人

お
祝
い
品
の
内
容
　
地
元
産

品
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
用
品
、
ベ

ビ
ー
用
品

な
ど
３
万

円
相
当
分

の
品
物
　

※
お
祝
い

品
は
準
備
が
整
い
次
第
、
順
次

発
送
し
ま
す
。

申
請
の
受
け
付
け
　
　
年
３
月

２９

　
日

ま
で
（
妊
娠
の
届
け
出

３１を
す
る
際
に
、
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
都
市
魅
力

創
生
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
０
）
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本
市
で
は
、
創
業
希
望
者
が

本
市
で
創
業
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
し
て
、「
市
創
業
支
援
事

業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　
同
事
業
で
は
、
創
業
に
あ

た
っ
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ

め
、
創
業
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

が
無
料
で
学
べ
る「
創
業
講
座
」

な
ど
を
受
け
る
こ
と
で
、
創
業

に
必
要
な
経
費
の
一
部
補
助
な

ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

本
市
で
創
業
す
る
に
あ
た

っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

●
登
録
免
許
税
の
軽
減

●
融
資
限
度
額
の
拡
大

●
創
業
関
連
保
証
の
早
期
利
用

開
始

●
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
「
新

創
業
融
資
制
度
」
の
要
件
緩
和

●
市
創
業
支
援
事
業
補
助
金
な

ど

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事市創業支援事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
　がスタートします

※
各
優
遇
措
置
は
、「
創
業
講
座
」

の
受
講
や
、
富
田
林
商
工
会
に

よ
る
「
個
別
支
援
事
業
」
を
受

け
る
こ
と
で
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
各
優
遇
措
置
に
は
そ

れ
ぞ
れ
審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
保
証
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
優
遇
措
置
の
内
容

な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
商
工

観
光
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
創
業
講
座
」
は
、　

月
～

１０

　
月
ま
で
の
間
に
４
回
実
施
す

１１る
予
定
で
す
。
詳
し
い
日
程
な

ど
は
決
ま
り
次
第
、
広
報
誌
や

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
１
）

創業する人をサポート

　
若
者
世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ

る
転
入
促
進
と

転
出
抑
止
を
図

り
、
ま
た
子
育

て
や
介
護
な
ど

の
相
互
協
力
に

よ
る
日
常
生
活

で
の
安
心
感
を

創
出
す
る
た
め
、

親
子
で
の
近
居
ま

た
は
同
居
を
目
的

と
し
て
住
宅
を
購

入
す
る
若
者
世
代

に
対
し
て
住
宅
購

入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

支
給
要
件
　
本
市

に
１
年
以
上
居
住

す
る
親
世
帯
と
の

近
居
ま
た
は
同
居

を
目
的
と
し
て
、

本
市
で
住
宅
（
中

古
を
含
む
）
を
取

得
し
、
当
該
住
宅

に
居
住
す
る
人

で
、
申
請
時
点
で

下
表
の
要
件
を
全

て
満
た
す
人

支
給
金
額
　
近
居

の
場
合
＝
　

万
３０

円
、
同
居
の
場
合

＝
　
万
円

５０
申
請
の
受
け
付
け

　
　
年
３
月
　
日

２９

３１


ま
で
に
、
申
請

～
親
世
帯
と
の
近
居
・
同
居
を
目
的
と
し
て

住
宅
を
購
入
す
る
若
者
世
代
に
対
し
て
住
宅

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
～

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近
居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居
促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

市
近
居
同
居
促
進
給
付
金
事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
市
役
所
４
階

住
宅
政
策
課
へ
（
郵
送
不
可
）

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

※
説
明
書
お
よ
び
申
請
書
は
、

同
課
配
布
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
住

宅
政
策
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
７
）

市小規模企業融資をご活用ください

　本市では、小規模企業者の皆さんの経営安定と発展を

支援するため、事業に必要な資金を低利で調達できるよ

う、大阪信用保証協会の保証付制度融資を実施し、資金

供給の円滑化に努めていますので、ぜひご活用ください。

融資限度額　４００万円（すでに利用されている保証協会
付融資の残高との合計が１２５０万円の範囲内となる額）

融資期間　４年以内
融資利率　固定1.３㌫（金融情勢によって変動することが
あります）　

信用保証料　同保証協会が定める料率による保証料が
必要

※約定どおり融資を完済された人には、約定利子の５０㌫

を補給します。また、融資当初の負担を軽減するため融

資実行後、信用保証料を一括で支払われた人には保証料

の５０㌫を補給します。

※その他、融資限度額の大きい府の制度融資もあります

ので、詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　商工観光課（内線４８１）



６

　
地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
男
女

共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
B
e

―

i
n
ひ
ろ
っ
ぱ
」
を
開
催
し
ま

す
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
分

科
会
や
講
演
会
な
ど
年
間
を
通

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
実
行
委
員
に
な
っ

て
、
そ
の
企
画
や
運
営
に
携

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
実
行
委
員
会
は
、
６
月
～
　２９

年
３
月
ま
で
の
間
に
、
毎
月
１

回
程
度
開
催
す
る
予
定
で
す
。

募
集
人
員
　
　
人
程
度
（
性
別

１０

不
問
、
男
性
歓
迎
）

申
し
込
み
　
５
月
　
日

（
必

１８

着
）
ま
で
に
、
人
権
政
策
課
に

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
郵
送
で

５
８
４
・
８
５

１
１
常
盤
町
１
の
１
　
人
権
政

策
課
〔（
内
線
４
７
４
）
・

　（２５）

９
０
３
７
〕
へ

男女共同参画フォーラム

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeBe--------------------------------------iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっn ひろっぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　　　　　実行委員募集

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
で
は
、
毎
年
５
月
　
日
を

１２

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

と
定
め
、
全
国
各
地
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
民

生
委
員
法
、
児
童
福
祉
法
に
基

づ
き
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
上
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
子
育
て
の
こ
と
な
ど
で
心
配

事
や
悩
み
事
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
て
適
切
な

関
係
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」

に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
、
秘
密
は
必
ず
守
り
ま

す
。
　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
知
り
た
い
場
合
は
地
域
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
、
２
８
５
）

５月１２日は
民生委員・児童委員の日です

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううううううう 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ににににににににににににににににににににににににににににににににに根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざしししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた 思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいやややややややややややややややややややややややややややややややややりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり広げよう　地域に根ざした　思いやり」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
４
月
１
日
付
で
次
の
人
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
府
営
楠
風
台
住
宅
１
～
２

棟
・
７
～
９
棟

濵
村
　
光
子
さ
ん
〔

　
７
５

（３４）

２
５
〕

●
府
営
楠
風
台
住
宅
３
～
６
棟

砂
原
　
進
さ
ん〔

０
９
０（
２

１
１
３
）
５
４
５
９
〕

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
ししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

新
し
い
民
生
委
員
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ががががががががががががががががががががが
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
ままままままままままままままままままままま

児
童
委
員
が
決
ま
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
毎

年
全
国
各
地
で
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
特
設

人
権
な
ん
で
も
相
談
を
開
設
し

ま
す
。
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
身
近
な
こ
と
で
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

６
月
１
日
はははははははははははははははははははははははははははははは

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権
擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委

人
権
擁
護
委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

のののののののののののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

と
き
　
６
月
１
日

、
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
９
０
２

会
議
室
（
内
線
５
４
２
）

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
。

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

○
池
田
　
義
尊
さ
ん

○
岡
本
　
聡
子
さ
ん

○
隆
琦
　
永
子
さ
ん

○
川
口
　
博
夫
さ
ん

○
木
下
　
佳
信
さ
ん

○
蔵
田
　
和
子
さ
ん

○
阪
本
　
省
三
さ
ん

○
鈴
木
　
善
勝
さ
ん

○
冨
士
原
　
貞
憲
さ
ん

○
道
 
　
洋
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

経済センサス基礎調査にご協力を

　同調査は、わが国における事業所および企

業の基本的構造を明らかにするために実施す

るものです。

　調査期日は６月１日現在で、全ての企業

や事業所を対象に実施します。

　５月下旬から、府知事が任命した統計調査

員が調査票を持ってお伺いします。

　回答方法は、インターネットと紙の調査票

の２つの回答方法から選択できます。

　調査員をはじめ調査関係者には守秘義務が

あり、調査票にご記入いただいた内容を他に

漏らしたり、統計作成の目的以外に使用した

りすることは絶対にありません。皆さんのご

理解とご協力をお願いします。 

問い合わせ　総務課（内線３３１）



７

　
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を

中
心
と
す
る
、
５
月
１
日

～

７
日

は
憲
法
週
間
で
す
。

　
人
は
、
誰
で
も
自
分
の
夢
を

持
ち
、
一
人
一
人
が
か
け
が
え

の
な
い
存
在
と
し
て
、
自
由
で

幸
せ
に
生
き
て
い
き
た
い
、
暮

ら
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
私
た
ち
の
当
た
り

前
の
願
い
を
憲
法
は
し
っ
か
り

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
が
（
第

　
・
　
・
　
条
）、
同
時
に
私
た

１１

１３

２５

ち
も
絶
え
ず
努
力
し
て
こ
の
自

由
と
権
利
を
持
ち
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
第
　
条
）。

１２

　
私
た
ち
の
ま
ち
富
田
林
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
、
文
化
、
習

慣
、
価
値
観
を
持
っ
た
人
が
共

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
生
活
・
権
利
が

か
け
が
え
の
な
い
の
と
同
様

に
、
相
手
の
人
権
も
ま
た
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
す
（
第
　１４

条
）。

　
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、

理
解
す
る
と
と
も
に
、
お
互
い

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
大

切
に
し
な
が
ら
共
生
す
る
社

会
。
こ
う
し
た
豊
か
な
人
間
関

係
と
人
権
意
識
に
裏
付
け
ら
れ

た
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
こ
の

週
間
を
私
た
ち
が
憲
法
に
つ
い

て
考
え
、
家
庭
や
地
域
で
語
り

合
い
、
そ
の
心
と
知
恵
を
伝
え

合
う
機
会
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
週
間
に
合

わ
せ
て
５
月
を
憲
法
月
間
と
定

め
、
街
頭
啓
発
や
特
設
人
権
な

ん
で
も
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

● 日  本  国  憲法 （ 抜粋 ）
に ほん こく けんぽう ばっすい

 第 １１
だい

 条 （
じょう

 基  本  的  人権 の 尊 
き ほん てき じんけん そん

 重 ）
ちょう

　 国民 
こくみん

は、すべての 基  本  的  人権 の
き ほん てき じんけん

 享 
きょう

 有 を
ゆう

 妨 げ
さまた

られない。この 憲法 が 国民 
けんぽう こくみん

に 保 
ほ

 障 
しょう

する 基  本  的 
き ほん てき

 人権 は、 侵 すことのできない 永 
じんけん おか えい

 久 
きゅう

の 権  利 とし
けん り

て、 現  在  及 び
げん ざい およ

 将 
しょう

 来 の
らい

 国民 
こくみん

に 与 へられる。
あた

 第 １２
だい

 条 （
じょう

 自  由 ・ 権  利 の 保  持 、 濫用 の 禁  止 、 利 
じ ゆう けん り ほ じ らんよう きん し り

 用  責任 ）
よう せきにん

　この 憲法 が
けんぽう

 国民 
こくみん

に 保 
ほ

 障 
しょう

する 自  由  及 び 権  利 
じ ゆう およ けん り

は、 国民 の 不  断 の 努 
こくみん ふ だん ど

 力 
りょく

によって、これを 保  持 
ほ じ

しなければならない。 又 、 国民 は、これを 濫用 
また こくみん らんよう

してはならないのであって、 常 に 公 
つね こう

 共 
きょう

の 福  祉 
ふく し

のためにこれを 利  用 
り よう

する 責任 を 負 ふ。
せきにん お

 第 １３
だい

 条 
じょう

（ 個  人 の 尊 
こ じん そん

 重 
ちょう

、 生命 ・ 自  由 ・ 幸福  追 
せいめい じ ゆう こうふく つい

 求 
きゅう

の 権  利 ）
けん り

　すべて 国民 は、 個  人 として 尊 
こくみん こ じん そん

 重 
ちょう

される。 生 
せい

 命 、 自  由  及 び 幸福  追 
めい じ ゆう およ こうふく つい

 求 
きゅう

に 対 する 国民 の 権  利 に
たい こくみん けん り

ついては、 公 
こう

 共 
きょう

の 福  祉 に 反 しない 限 り、 立法 
ふく し はん かぎ りっぽう

その 他 の 国政 の 上 で、 最大 の 尊 
た こくせい うえ さいだい そん

 重 
ちょう

を 必要 とす
ひつよう

る。

 第 １４
だい

 条 
じょう

（ 法 の 下 の
ほう もと

 平 
びょう

 等  他 ）
どう ほか

　すべて 国民 は、 法 の 下 に
こくみん ほう もと

 平 
びょう

 等 であって、
どう

 人種 、 信 
じんしゅ しん

 条 
じょう

、 性別 、 社会  的  身  分  又 は 門  地 によ
せいべつ しゃかい てき み ぶん また もん ち

り、 政  治  的 、 経済的  又 は 社会  的 
せい じ てき けいざいてき また しゃかい てき

 関係 において、
かんけい

 差  別 されない。（ 第 １ 項 ）
さ べつ だい こう

 第 ２５
だい

 条 
じょう

（ 生  存  権 、 国 の 義  務 ）
せい ぞん けん くに ぎ む

　すべて 国民 は、 健康 で 文  化  的 な 最低  限  度 の
こくみん けんこう ぶん か てき さいてい げん ど

 生  活 を
せい かつ

 営 
いとな

む 権  利 を 有 する。（ 第 １ 項 ）
けん り ゆう だい こう

５
月
１
日
～
７
日
は

　
　
　
「
憲
法
週
間
」
で
す

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
本
市
の
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
　
日

、
午
後
１

１３

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
２
０
１
会
議

室
（
内
線
２
０
１
）

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ととととととととととととととととととととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊
厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳

「
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
をををををををををををををををををををををををををををををををををを
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

大
切
に
す
る

こここここここここここここここここここここここここここここここここ
こここここここここここここここここここここここここここここここここ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ

　
こ
こ
ろ
とととととととととととととととととととととととととととととととととと
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
えええええええええええええええええええええええええええええええええ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

知
恵
を
つ
た
え
た
い
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　「
お
笑
い
福
祉
士
」の
肩
書
を

持
つ
落
語
家
の
笑
福
亭
　
学
光

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
笑
い
の
効
能
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き
　
５
月
　
日

、
午
後
２

２８

時
～
３
時
　
分
（
午
後
１
時
　

３０

５０

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
ののののののののののののののののののののの
憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行

中
央
公
民
館
の
憲
法
月
間
行
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

講
演
講
演
会会

「
笑
う
て
笑
う
て
イ
キ
イ
キ
人

「
笑
う
て
笑
う
て
イ
キ
イ
キ
人
生生

～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ

～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
ププ

で
楽
し
い
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
～

で
楽
し
い
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
～
」」

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の

安
全
開
催
に
ご
協
力
を

　
５
月
　
日

、　

日


２６

２７

の
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

開
催
に
伴
い
、
道
路
で
の

検
問
や
ホ
テ
ル
な
ど
で
の

本
人
確
認
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
の
安
全
開

催
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警

察
署
〔

　
１
２
３
４
〕

（２５）

分
開
場
）

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

定
員
　
　
人
（
当
日
、
直
接
会

８０

場
へ
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

〔

　
３
３
３
３
〕

（２４）
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た
ば
こ
は
、
日
本
人
の
４
大

死
因
で
あ
る「
が
ん
」「
心
疾
患
」

「
肺
炎
」「
脳
血
管
疾
患
」
に
か

か
る
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る

他
、
最
近
で
は
認
知
症
の
増
加

原
因
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。 ５月３１日は

世界禁煙デー

　
ま
た
、
た
ば
こ
は
喫
煙
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
周
囲
の
人
の
健
康
に

も
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
ま

す
。
　
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
の

は
、
タ
バ
コ

の
煙
に
含
ま

れ
る
ニ
コ
チ

ン
の
持
つ
強

い
依
存
性
が

原
因
で
す
。

こ
の
よ
う
な
喫
煙
習
慣
は
「
ニ

コ
チ
ン
依
存
症
」
と
い
わ
れ
、

治
療
が
必
要
な
病
気
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
禁
煙
は
自
力
で
す
る
よ
り

も
、
禁
煙
補
助
剤
や
禁
煙
外
来

を
利
用
し
た
方
が
「
楽
に
」「
よ

り
確
実
に
」「
費
用
も
あ
ま
り
か

か
ら
ず
に
」
で
き
ま
す
。

　
禁
煙
治
療
は
、
同
依
存
症
診

断
テ
ス
ト
の
結
果
に
よ
り
、
健

康
保
険
な
ど
が
適
用
に
な
り
負

担
額
が
軽
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
無
料
の

禁
煙
相
談
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
「
世
界
禁

煙
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、
禁
煙

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
　
日

、
午
前
　

３１

１０

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

資源家電４品目の処理は適切に

　家電リサイクル法では、消費者が特定の家電を

廃棄する際、適切に処理することが求められてお

り、それぞれに応じた処理費用が必要です。

　粗大ごみでは収集できませんので、ご注意くだ

さい。また、不法投棄は法律で禁止されており、

違法行為となりますので絶対にやめましょう。

品目　エアコン、テレビ（薄型テレビを含む）、冷

蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣服乾燥機

処理方法　その製品を買った小売店か、買い替え

を予定している小売店に引き取りを依頼してくだ

さい。いずれにも該当しない場合は、家電リサイ

クル収集受付センター〔０１２０(５５)３６５０〕へ申し

込んでください

処理費用（リサイクル料金＋収集運搬料金）　リサ

イクル料金は、品目や大きさ、メーカーなどに応

じた所定の料金となります。詳しくは家電リサイ

クル券センター〔０１２０(３１)９６４０〕へお問い合わ

せください。

　市の収集運搬料金は、１個に付き２７００円です。

小売店に収集運搬を依頼される場合は、それぞれ

料金が異なりますのでご注意ください。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

古紙などの集団回収奨励金交付制度の
ご活用を

　本市では、限りある資源をリサイクルすること

により、地球環境への配慮とごみの減量化を図る

ため、集団回収活動を推進しています。

　町会（自治会）、子ども会、老人会などの非営利

団体を対象に、集団回収奨励金を交付しています

ので、ぜひご活用ください。

　なお、同奨励金の交付を受けるには、事前に市

へ登録し、収集業者と直接契約していただく必要

があります。

対象物　古紙（新聞、雑誌、ダンボール）、古布類、

牛乳パック　奨励金　１㌔当たり３円

申し込み　衛生課（内線１４４～１４６）へ

※現在、登録されている団体で、代表者に変更が

あった場合は、衛生課へ届け出てください。

　
ふ
る
さ
と
納
税
（
ふ
る
さ
と

寄
付
金
）
は
、
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
や
応
援
し
た

い
自
治
体
（
都
道
府
県
お
よ
び

市
区
町
村
）
に
寄
付
す
る
制
度

で
す
。

　
同
制
度
で
は
、
寄
付
金
額
に

応
じ
て
所
得
税
、
個
人
住
民
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
富
田
林
を
「
ふ
る
さ
と
」
と

し
て
応
援
し
、
本
市
の
発
展
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
お
礼
の
品
が
さ
ら
に
充
実

　
１
万
円
以
上
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
い
た
人
に
お
贈
り
し
て
い

る
お
礼
の
品
に
、
農
業
公
園
サ

バ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
採
れ
た
ブ
ド

ウ

を

使

用

し

た
「
サ

バ

ー

フ
ァ
ー
ム
ワ
イ
ン
」
と
、
新
た

に
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
商
品
に
認

定
さ
れ
た
「
い
ち
ご
コ
ン
フ
ィ

チ
ュ
ー
ル
」
、
 
海
  老
 芋
を
お
菓

え
 

び

子
に
し
た
「
河
内
生
ま
れ
の
野

菜
の
な
い
し
ょ
話
し
」
が
新
し

く
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
　

万
円
以
上
の
ご

１０

寄
付
を
い
た
だ
い
た
人
に
は
、

今
年
も
お
礼
の
品
に
加
え
、
プ

レ
ミ
ア
ム
ギ
フ
ト
を
お
贈
り
し

ま
す
。
4
月
か
ら
7
月
ま
で
は
、

「
サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
・
四
季
の

味
覚
」
ま
た
は
「
か
ん
ぽ
の
宿

富
田
林
・
特
別
室
ペ
ア
宿
泊
券
」

か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

※
寄
付
の
手
続
き
や
お
礼
の
品

の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
寄

附
金
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　「
と
ん
だ
ば
や

し
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
に
つ
い

て
は
都
市
魅
力
創
生
課
（
内
線

４
２
４
）
、
税
控
除
に
つ
い
て

は
課
税
課
（
内
線
１
１
１
）

「
と
ん
だ
ば
や
し
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
ののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼
ののののののののののののののののののののの
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
ににににににににににににににににににににに
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ななななななななななななななななななななな
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
ががががががががががががががががががががが
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

寄
付
の
お
礼
の
品
に
新
た
な
品
が
加
わ
り
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた



９

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

・
水
を
汚
す
家
庭
か
ら
の
排
水

に
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

・
た
め
池
や
水
路
の
漏
水
を
発

見
し
た
と
き
は
市
役
所
へ
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
水
難
事
故
か
ら
守
る

た
め
に

・
た
め
池
管
理
者
や
地
域
な
ど

で
設
置
す
る
危
険
標
識
は
幼
児

や
児
童
が
分
か
り
や
す
い
も
の

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
め
池
災
害
は
、
梅
雨
・
台

風
期
に
最
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
府
で
は
、
た
め
池
で
の
災
害

と
水
難
事
故
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
梅
雨
・
台
風
期
前
の
5
月

を
「
た
め
池
愛
護
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
広
報
活
動
な
ど
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も

次
の
こ
と
な
ど
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。 

た
め
池
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

・
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
地
域
ぐ
る
み
で
実
施
さ
れ
る

た
め
池
の
草
刈
り
や
、
水
路
の

清
掃
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起

こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と
き
に

は
尊
い
人
命
に
関
わ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な

積
み
方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の

著
し
い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、

大
雨
な
ど
に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　「
宅
地
防
災
月
間
」
は
、
大
雨

が
予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前

に
、
宅
地
造
成
工
事
な
ど
に

よ
っ
て
起
こ
る
崖
崩
れ
や
土
砂

の
流
出
に
よ
る
災
害
発
生
を
未

然
に
防
ぎ
、
宅
地
災
害
を
な
く

そ
う
と
い
う
目
的
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
府
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
府

内
市
町
村
や
消
防
、
警
察
な
ど

宅
地
防
災
に
関
係
す
る
機
関
と

協
力
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、

宅
地
造
成
地
や
土
砂
採
取
地
な

ど
に
お
け
る
造
成
地
の
防
災
工

事
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
点

検
・
指
導
し
ま
す
。

宅
地
防
災
技
術
研
修
会
の
実
施

　
宅
地
防
災
知
識
の
啓
発
・
普

及
を
図
る
た
め
、
５
月
下
旬
に

宅
地
造
成
事
業
者
、
設
計
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
宅
地
防
災
に

関
す
る
技
術
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
府
建
築
指
導
室

審
査
指
導
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k
a
.

lg
.jp
/
k
e
n
s
h
i_
s
h
in
s
a
/

〕、

ま
た
は
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

に
備
え
付
け
の
案
内
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
家
庭
で
も
こ
れ
を

機
会
に
宅
地
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に
つ

い
て
自
宅
周
辺
を
点
検
し
、
必

要
に
応
じ
て
早
急
に
適
切
な
処

置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
石
垣
、
擁
壁
な
ど
に
亀
裂
な

ど
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
割
れ
目
か
ら
地
下
水
が
し

み
出
て
い
ま
せ
ん
か
。

◆
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き

穴
か
ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て

い
ま
す
か
。

◆
地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

◆
排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど

が
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
府
審
査
指
導
課

〔

０
６
（
６
２
１
０
）
９
７

２
０
〕、
市
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
内
線
４
５
４
）

５月は
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宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

宅
地
防
災
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池
愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

た
め
池
愛
護
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

　
近
年
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
防
止
対
策
を
進
め
る
た

め
、
本
市
で
は
「
市
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
と
地
元
農
業
団

体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
「
市

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
」
を
設

立
し
、
捕
獲
お
り
を
設
置
す
る

な
ど
、
被
害
防
止
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
被
害
防
止
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
防
止
柵
設
置
事
業
補

助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
物
品
　
被
害
区
域
お

よ
び
被
害
予
想
区
域
内
の
田
畑

な
ど
に
設
置
す
る
次
の
防
護
資

材
な
ど

◎
電
気
柵

◎
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

防
護
資
材（
付
帯
す
る
 杭
 も
可
）

く
い

※
い
ず
れ
も
購
入
金
額
が
３
万

円
未
満
の
物
品
は
対
象
外
で
す
。

補
助
対
象
者
　
市
内
在
住
の
農

家補
助
額
　
購
入
金
額
の
　
分
の

１０

８
の
額
で
、
上
限
　
万
円

１０

申
し
込
み
　
５
月
６
日

～
　２９

年
２
月
　
日

ま
で
に
、
農
業

２８

振
興
課
（
内
線
４
４
５
）
へ

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

※
「
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
農
業
振
興
課
」
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥
獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣
ににににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
柵
設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置

事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
ををををををををををををををををををををを

補
助
金
を
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
さささささささささささささささささささささ

活
用
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

・
た
め
池
の
安
全
施
設
の
破
損

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
た
め
池
や
水
路
周
辺
で
遊
ん

で
い
る
子
ど
も
を
見
掛
け
た
ら

注
意
の
一
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
町
会
（
自
治

会
）
な
ど
を
通

じ
て
子
ど
も
の

水
難
事
故
防
止

に
つ
い
て
保
護

者
な
ど
へ
啓
発
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
水
路
耕
地
課

（
内
線
４
９
５
）



１０

市非常勤職員（時間外保育業務）を募集

任用期間　６月１日～２９年３月３１日　※勤務成績などにより

翌年度の契約更新が可能（上限あり）です。

勤務地　市内公立保育所　※業務内容や勤務日など詳しくは実施

要領をご覧ください。

受験資格　保育士資格を有する人

採用人数　５人程度

試験日・内容　５月１６日～２０日、書類審

査、面接試験　※面接日・時間については、

申し込み時に相談の上、決定します。　

合格発表　５月末までに本人へ通知

申し込み　５月１３日まで（土・日曜日、祝日を除く午前９時～

午後５時３０分）に、所定の申込書に写真を貼って必要事項を記入

し、資格証の写しを添えてこども未来室（内線２９１）へ（郵送不

可）　※申込書、実施要領は、人事課（内線３２２）およびこども未

来室で配布（市ウェブサイトの各課のページ「人事課」からダウ

ンロードもできます）。

　
介
護
保
険
事
業
や
高
齢
者
施

策
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

同
推
進
委
員
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
の
第
２
号

被
保
険
者
（
　
～
　
歳
）

４０

６４

募
集
人
数
　
１
人

任
期
　
　
年
３
月
　
日

ま
で

３１

３１

申
し
込
み
　
５
月
２
日

～
、

高
齢
介
護
課
で
配
布
す
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

「
高
齢
者
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
文
（
１
０
０
０
字
～
１
２
０

０
字
、
用
紙
・
様
式
は
自
由
）

を
添
え
て
　
日

、
午
後
５
時

２０

ま
で
に
同
課
（
内
線
１
７
５
、

１
７
６
）
へ

※
作
文
で
１
次
選
考
、
面
接
で

２
次
選
考
し
ま
す
。
な
お
、
２

次
選
考
の
面
接
は
５
月
　
日


２５

に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
高
齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

保
健
福
祉
計
画
等
推
進
委
員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

ののののののののののののののののののののの
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

の
委
員
を
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　
本
市
で
は
、
旧
公
会
堂
跡
地

に
「
青
少
年
の
育
成
拠
点
」
と

位
置
付
け
た
新
施
設
「
（
仮
称
）

複
合
的
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
」
の

　
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

２９準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
活
気
あ
ふ
れ
る

施
設
を
め
ざ
し
、
施
設
の
イ
ベ

ン
ト
企
画
や
利
用
方
法
を
一
緒

に
考
え
て
く
れ
る
「
青
少
年
委

員
会
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
同
学
習
プ
ラ
ザ
を
、
青
少
年

が
楽
し
み
な
が
ら
成
長
で
き
る

場
所
、
困
っ
た
こ
と
を
解
決
で

き
る
場
所
に
す
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
の
若
い
力
を
貸
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
で
中
学
１
年
生
～
　
歳
未

３０

満
の
人
（
高
校
生
・
大
学
生
歓

迎
）

募
集
　
　
人
３０

申
し
込
み
　
５
月
２
日

～
　２０

日

ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

〔

　
１
４
５
１
〕
へ
（
申
し

（２４）

込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）　

※
６
月
４
日

、
午
後
３
時
～

６
時
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
、

１
回
目
の
青
少
年
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
 

ス
が
一
時
休
止
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
証

明
書
の
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
」
を
４
月
　
日
よ

１８

り
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
市
・

府
民
税
証
明
書
（
現
年
度

分
）
・
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑

登
録
証
明
書
の
発
行
が
で
き

ま
す
が
、
次
の
期
間
、
シ
ス

テ
ム
点
検
の
た
め
、
一
時
休

止
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

休
止
期
間
　
５
月
　
日

、

３１

午
後
５
時
～
６
月
１
日

、

午
前
６
時
　
分
３０

問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
（
内

線
１
１
７
）、
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
）

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ををををををををををををををををををををををををを中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心とととととととととととととととととととととととととししししししししししししししししししししししししし高校生・大学生を中心としたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ののののののののののののののののののののののののの委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ををををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募「青少年委員会」の委員を募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

～「（仮称）複合的生涯学習プラザ」を　

　　一緒に盛り上げていきましょう！～

　
市
開
発
指
導
要
綱
細
則
、
同

要
綱
技
術
基
準
を
一
部
改
正

し
、
５
月
１
日


よ
り
施
行
し

ま
す
。

●
主
な
改
正
点

・
ご
み
置
場
を

設
置
す
る
場
合
、
１
カ
所
あ
た

り
の
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と

・
小
規
模
な
開
発
行
為
に
対
し

て
も
雨
水
流
出
抑
制
を
図
る
こ

と
な
ど

※
他
の
改
正
点
や
内
容
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

各
課
の
ペ
ー
ジ
「
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
４
５
４
）

市
開
発
指
導
要
綱
細
則
な
ど
を
改
正
し
ま
し
た

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１１

　
４
月
１
日
付
の
人
事
異
動

で
、
新
し
く
職
員
を
配
置
し
ま

し
た
。
部
長
級
以
上
の
異
動
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
総
務
部
付
部
長
・
税
務
担
当

官
　
土
井
　
昭
夫

▽
市
民
人
権
部
長
　
山
下
　
治

▽
生
涯
学
習
部
理
事
兼
生
涯
学

習
課
長
兼
福
祉
青
少
年
セ
ン

タ
ー
館
長
　
祐
村
　
元
人

▽
消
防
署
長（
理
事
）　
奥
田
　

尚
登

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
（
内
線

３
２
１
） 市

職
員
の

人
事
異
動

５月１４日～
プラネタリウム新番組
が始まります

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーすばるホールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

◇
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
～
探
偵
た

ち
の
星
月
夜
」（
約
　
分
）

４５

投
映
日
時
　
５
月
　
日

～
　

１４

２９

日

の
毎
週
水
・
金
曜
日
＝
午

後
３
時
～
、
毎
週
土
・
日
曜
日

＝
午
後
１
時
～

※
５
月
　
日

以
降
の
投
映
日

３１

時
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

観
覧
料
　
大
人
５
０
０
円
、
中

学
生
以
下
２
５
０
円
、
４
歳
未

満
お
よ
び
障
が
い
者
・
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
人
は
無
料
（
毎

回
入
れ
替
え
制
）

問
い
合
わ
せ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

〔

　
０
２
２
２
〕

（２５）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
本
市
で
は
、
道
路
の
安
全
確

保
の
た
め
、
定
期
的
に
点
検
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
市
内
全
て
の
区
域
を
細
部

に
わ
た
っ
て
確
認
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
や
道
路
利

用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提

供
が
大
変
有
効
と
な
り
ま
す
。

　
通
勤
や
散
歩
な
ど
の
途
中

で
、
道
路
の
穴
や
陥
没
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

破
損
、
溝
 蓋
 の
破
損
・
隙
間
な

ぶ
た

ど
を
見
掛
け
た
と
き
は
、
道
路

交
通
課
（
内
線
４
１
３
）
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

道路の陥没などを

発見されたときは

お知らせください

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななののののののののののののののののののののの強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみををををををををををををををををををををを活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみんなの強みを活かせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ななななななななななななななななななななな社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ににににににににににににににににににににに一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍～安全・安心な社会に一億総活躍～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

毎年５月は
　
消
費
者
庁
設
立
か
ら
６
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
消

費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
の
内
容

な
ど
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
は
自
立
と
助
け
合
い

に
よ
る
消
費
者
市
民
社
会
の
形

成
に
参
画
し
、
事
業
者
は
消
費

者
志
向
経
営
や
企
業
の
社
会
的

責
任
を
果
た
し
、
行
政
は
消
費

者
の
視
点
に
立
っ
て
、
多
様
な

主
体
の
連
携
・
協
働
を
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
社
会
に
関
わ
る
全
て
の

人
が
活
躍
す
る
多
様
性
の
中
か

ら
、
新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生

ま
れ
、
よ
り
良
い
社
会
へ
変
革

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、　

年
度
消
費
者

２８

月
間
で
は
「
み
ん
な
の
強
み
を

活
か
せ
～
安
全
・
安
心
な
社
会

に
一
億
総
活
躍
～
」
を
統
一

テ
ー
マ
と
し
、
多
様
な
主
体
の

活
躍
に
よ
る
、
安
全
・
安
心
で

豊
か
な
社
会
の
形
成
に
向
け
た

取
り
組
み
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

学
び
の
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
を

学
ぶ
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

　
も
し
、
消
費
者
問
題
に
遭
遇

し
た
場
合
は
、
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
気
軽
に
本
市
や
次
の
機

関
の
消
費
生
活
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

市
役
所
１
階
７
番
窓
口
奥
（
内

線
１
８
６
）、
月
～
金
曜
日
、
午

前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除

く
）

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〔

１
８
８
〕、
月
～
金
曜
日

は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
前
　１０

時
～
午
後
４
時
（
年
末
年
始
は

除
く
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
３
）

です消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月消費者月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

「大阪府自転車条例」が施行され
ました

　府では近年、自転車に関連する交通事故が

増加傾向にある事を鑑み、自転車を安全で適

正に利用するための必要な事項を定めるとと

もに、自転車の交通事故防止および被害者の

保護を図ることを目的として、「大阪府自転車

条例」を制定しました。

●主な制定内容

・高齢者は、自転車を利用する場合、乗車用

ヘルメットをかぶるよう努める

・自転車利用者は、自転車損害賠償保険など

に加入しなければならない（義務化）

※なお、同保険の加入義務化は７月１日施

行、高齢者のヘルメットの着用や自転車の点

検整備などの規定は４月１日施行です。

問い合わせ　府自転車条例総合窓口 〔０６

(６９４４)６７３６〕


